
今月号の表紙
　７月６日、「最上町消防団実践操法伝達講習会」の様子。今年度は操法大会に変わり、
講習会形式の実践操法伝達講習会を開催。各分団へ、より実践的な消火方法を伝達。
　地域防災も町独自の時代にあった活動を模索中。

Ｐ.２～３

Ｐ.４～５

地域交通の取組み
予約制乗合バスの現状や
これからの取組について紹介します
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地域交通
　令和 7 年 6 月 24 日に、最上町地
域公共交通会議を開催し、地域の関
係者が今後の交通について話し合い
ました。
　町では、町民の方々の日常生活に
必要な移動手段として予約制乗合バ
ス（愛称：レインボー号）を運行し
ております。今回は、最上病院への
通院や買い物などの日常の移動を支
える予約制乗合バスの現状や、今後
の取組についてご紹介します。

～予約制乗合バスの現状やこれからの取組み～
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指定場所・施設を大幅に見直し！
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【年度別路線ごとの利用者数の推移】

4,226 3,6993,735

2,727 3,0422,836

502 568 634

611 504 618

1,544,700 円

5,087,000 円

21,270,810 円

27,902,510 円

令和 5 年度 令和 6 年度

利用収入

国・県補助金

町負担

年間事業費

令和 4 年度

1,434,900 円

4,769,000 円

16,470,131 円

22,674,031 円

1,478,200 円

5,110,000 円

16,331,834 円

22,920,034 円
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利用促進

利便性向上
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JA 最上支店

①最上病院　　　　②高齢者総合福祉センター

③最上駅　　　　　④交流広場　　　⑤最上町役場

⑥小川歯科医院　　⑦ＪＡ最上支店　⑧永井医院

⑨マックスバリュ　⑩予約センター　⑪柴崎喜久光商店

⑫おかの薬局　　　⑬紅梅荘　　　　⑭最上郵便局

⑮セブンイレブン最上向町店

⑯コメリハード＆グリーン最上店

⑰ツルハドラッグ最上店　　　　　　⑱薬王堂

【東エリア「赤倉堺田方面」に登録している方のみ】
　⑲赤倉ゆけむり館　⑳富澤地区公民館

【前森黒沢エリアに登録の方のみ】
　㉑前森高原

【西エリアに登録している方のみ】
　㉒大堀地区公民館    ㉓道の駅もがみ　㉔せみの湯

エリアやダイヤの再編により、経費を削減
経費削減

運行効率化

令和７年７月１日から乗降車できる指定場所・施設を変更しました。変更後は次のとおりです。

　予約制乗合バスは、現在３台体制で運行をしておりますが、エリアや時
間帯によって利用状況に差があり、予約が無く、まったく運行しない休便
も生じております。
　そのような現状を踏まえて、より効率的なエリアの分け方やダイヤの調
整を行い、利便性を損なうことが無いようにしながら、３台体制から２台
体制での運行に向けた検討を進めます。
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16 コメリハード＆グリーン最上店

15 セブンイレブン最上向町店

17 ツルハドラッグ最上店

18 薬王堂

14 最上郵便局

12 おかの薬局

13 紅梅荘
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参考：新潟県村上市　ＮＰＯ法人おたすけさんぽく
（車両購入費含む）

【令和４年度から６年度までの収支状況】

８， ０６６ ７， ６４３ ７， ９９３
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も がみ少年野球クラブが
全日本学童軟式野球大会山形県大会に出場

　６月２１日、米沢市営野球場（皆川球場）にて、「第４５回
全日本学童軟式野球大会山形県大会」が開催され、もがみ少年
野球クラブが最上地区代表として出場しました。チームは、最
上町選手１１名、真室川町選手５名の合同チームとして参加。
１回戦で鶴岡地区代表の峰栄スピリッツと対戦しました。
　選手たちは、自分たちの野球で最後まで戦い抜きましたが、
惜しくも敗れ全国大会出場を逃しました。もがみ少年野球クラ
ブでは、今後も野球を楽しみながら全国大会出場を目指し活動
していきます。

　第２２回最上町民ゴルフ大会が、６月２２日、新庄アー
デンゴルフ倶楽部で開催されました。大会はダブルペリ
ア方式で行なわれ、今年度は４５名の参加がありました。
　大会の優勝は沼澤力さん（グロス８５点）、準優勝は柴
崎正さん、第３位は髙橋順一さんでした。来年も多くの
皆さんの参加をお待ちしています。

社会を明るくする運動

　7 月 1 日、最上町保護司会、更生保護女性会の皆様が来
庁し、内閣総理大臣メッセージを髙橋町長に手渡しました。
７月の社会を明るくする運動強化月間にあわせて、皆さん
は町内の小中学校でのぼり旗を立てて、広報用のポケット
ティッシュを配布しながら社会を明るくする運動の広報活
動を行いました。

最上中学校で株式会社ガイアドリームによる
環境教育授業が行われました

　６月１１日、最上中 1年生を対象にゴミの分別やペットボ
トルのリサイクルについて理解を深めるため、株式会社ガイ
アドリームより講師を招き、環境授業を行いました。講義の
中では、使用済みのペットボトルを砕き、新たなペットボト
ルを作る水平リサイクルの仕組みについて学習しました。
　また、同リサイクルを推進するために、ペットボトルを洗
うことや、キャップやラベルをはがすことなどのリサイクル
のマナーを学びました。

第２２回最上町民ゴルフ大会

　「社会を明るくする運動」は、犯罪や非行の防止と罪を犯した人たちの更

生について理解を深め、それぞれの立場において力を合わせて、安全で安

心な明るい地域社会を築くための全国的な運動です。

優勝を飾った沼澤力さん（向町）

最 上町消防団実践操法伝達講習会が
行われました

　7 月 6 日に最上広域消防署東支署で最上町消防団実践操法
伝達講習会が行われました。初の試みとなったこの講習会は、
消防団独自に実践的な操法を考案し、より安全で迅速に消火
活動を行えるよう、消防団幹部より選抜されたメンバーの下
実施したものです。
　建物火災を想定した消火方法を２通り伝達後、ホースバッ
ク（装備資機材）の使用方法の講習を行いました。
　今後も各種訓練や講習会を実施し、消防団組織力の向上を
図っていきます。

大 堀小３年生が、おらだの川公園で
鮎のつかみ取りを行いました

　７月１５日、おらだの川公園にて、最上小国川漁業協同
組合と大堀小学校 3 年生の児童による「鮎の生態や食育」
を学ぶ校外学習が行われました。この活動は、最上小国川
の環境保護や河川美化について子どもたちに学んでもらう
ことを目的に行われており、今回は鮎のつかみ取りを通し
て、命の大切さや自然との触れ合いを体感しました。児童
たちは鮎に触れることで魚の感触を確かめ、貴重な体験を
楽しみました。

　瀬見町内会は、コミュニティ助成事業※により瀬見公
民館エアコンの整備を行いました。
　今回の整備により、外気温にかかわらず公民館を利用
できるようになり、集会・行事実施の利用頻度が増加す
ることが見込まれます。避難所としても安心して利用す
ることができるようになることから、安全かつ安心なコ
ミュニティ活動を行うことができ、瀬見地区の活性化に
つながるものと期待されます。

※コミュニティ助成事業とは宝くじの社会貢献広報事業
として、宝くじの受託事業収入を財源として実施してい
る事業です。

◇ 事業主体　瀬見町内会
◇ 助成額　　２，５００，０００円
◇ 事業期間　令和７年４月１日～６月１０日
◇ 事業内容　瀬見公民館のエアコン整備

宝くじの助成金で瀬見公民館のエアコンを整備しました

〇お問い合わせ　まちづくり推進室（４３－２２６１） 広報もがみ　令和７年７月号　７月２４日発行　№８９２　【４】【５】　広報もがみ　令和７年７月号　７月２４日発行　№８９２



Wellnessmessageウエルネスメッセージ　Vol.１０３最上町健康センター　　　（健康福祉課／☎４３－３１１７）

国民健康保険・後期高齢者医療保険制度のお知らせ

　国民健康保険・後期高齢者医療保険制度に加入されている方の現在使用している被保険者証または資格確
認書、及び限度額適用認定証等の有効期限は７月３１日までです。

〇お問い合わせ先　医療介護保険室（内線６０９）

食生活改善推進員の活動紹介

被保険者証または資格確認書の更新

　マイナンバーカードの健康保険証利用登録状況によって下記の書類を７月下旬に郵送します。また、７０
歳以上の方は負担割合も更新されます。前年の所得などにより判定された負担割合が記載されておりますの
でご確認ください。

マイナ保険証をお持ちの方には「資格情報のお知らせ」が届きます！

　「資格情報のお知らせ」は、マイナンバーカードの健康保険証利用登録がお済の方に、医療保険の資格情報を確認でき
るよう交付される書類です。「資格情報のお知らせ」が届いた方は、マイナ保険証で医療機関等を受診してください。

マイナ保険証をお持ちでない方には「資格確認書」が届きます！

　「資格確認書」はマイナンバーカードやマイナ保険証をお持ちでない方に交付されます。資格確認書を医療機関等の窓
口へ提示することで、これまでどおり受診できます。

「限度額適用認定証」「限度額適用・標準負担額減額認定証」が必要な方

　後期高齢者医療保険制度へ加入されている方はマイナ保険証の有無に関わらず、申請なしで「資格確認書」
が届きます。８月以降はマイナ保険証または桃色の資格確認書で医療機関等を受診してください。桃色の資
格確認書は７月中に郵送されます。これまでの被保険者証等と同じように医療を受けることができますので、
ご安心ください。

国民健康保険の方

後期高齢者医療保険の方

　既に認定証をお持ちの方、資格確認証に適用区分の記載がある方は、８月１日からの資格確認証に適用区
分を記載して交付しますので申請不要です。新たに適用区分の記載が必要な場合は健康福祉課窓口にて申請
が必要です。

後期高齢者医療保険の方

　引き続き認定証が必要な方は、健康福祉課窓口にて申請を行ってください。

国民健康保険の方

　マイナ保険証を利用すれば、高額療養費制度における限度額を医療機関で確認できるため、申請は不要と

なります。マイナ保険証を持っていない方はお手続きをお願いします。

利用登録済みの場合　▶　そのまま医療機関等でご利用ください。
未登録の場合　▶　医療機関等にある顔認証付きカードリーダーで利用登録ができます。
※マイナポータル等でも登録可能

≪マイナ保険証の利用をご希望の方≫

食生活改善推進員養成講座（ヘルシー講座）参加者募集

　最上町食生活改善推進協議会は「私達の健康は私達の手で」をスローガ
ンに、生涯における食を通した健康づくり活動を地域において推進してい
るボランティア団体です。地区の活動に出向き、調理実習や食の健康の講
話を実施しており、現在、４１名で活動をしています。
　写真は、新田サロンに出向いた時の様子です。災害に備えた食料の備蓄
方法に関するお話と、家庭にある食材でできるパッククッキングを参加者
と一緒に実践しながら、防災に対する意識を高めました。その他に、みそ
汁の塩分測定や減塩料理など、地区の要望に合わせた食を通した健康づく
り活動も行っています。

※パッククッキングとは、食材を耐熱性のポリ袋に入れて、湯せん調理をする方法です。

　一緒に活動してくれる方を養成する「ヘルシー講座」を６回コースで開催します。参加を希望する方は、下記ま
でお申し込みください。後日、詳細日程を送付します。ご自身やご家族の健康づくりについて学び、一緒に活動し
ましょう。

≪申込期限≫　　令和７年８月２９日（金）まで

≪開催予定日≫（※６回参加できる方を募集しています）

≪参加料≫　５，０００円 テキスト代　　　２，０００円
調理実習材料代　３，０００円

①１０月　２日（木）

②１０月３０日（木）

③１１月２０日（木）

④１２月１８日（木）

⑤　１月２２日（木）

⑥　２月　５日（木）

〇お問い合わせ先　健康づくり推進室（内線６０７）

歯周疾患検診を受けましょう！
　高齢期における健康を維持し、食べる楽しみをいつまでも得られるよう、歯を失う大きな原因となる歯周
疾患を予防しましょう。対象者の方には、７月２３日付けで受診券や受診票などを送付しています。

○お問い合わせ先　　山形県後期高齢者医療広域連合事業課　　　健康福祉課　医療介護保険室
　　　　　　　　　　☎０２３７-８４-７１００　　　　　　　　☎０２３３-４３-３１１７(内線６０９)

対　象

場　所

期　間 料　金

申込方法

持ち物

その他

昭和２４年４月１日から昭和２５年３月３１日までに生まれた方で、山形県後期高齢者医療被保険者の方

山形県歯科医師会に所属している歯科医院

令和７年８月１日から令和７年１２月３１日まで 無　料

受診予約時、歯科医院に「山形県後期高齢者医療広域連合の歯周疾患検診」であることを伝えてください。

受診券、受診票、山形県後期高齢者医療の資格を確認できるもの (保険証、マイナ保険証、資格確認書など )

体調が優れない場合は受診を見合わせて、体調が落ち着いてから受診をしてください。

【７】　広報もがみ　令和７年７月号　７月２４日発行　№８９２ 広報もがみ　令和７年７月号　７月２４日発行　№８９２　【６】
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熱中症の水分補給

最上病院
栄養士コラム

熱
中
症
と
は
？

　
暑
い
環
境
や
過
度
な
運
動
な
ど
に
よ
り
体

温
が
上
昇
し
、
体
内
の
水
分
と
電
解
質
の
バ

ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
体
温
の
調
節
等
が
う
ま
く

働
か
な
く
な
り
、
体
内
に
熱
が
こ
も
っ
た
状

態
を
指
し
ま
す
。
主
な
症
状
と
し
て
は
、
め

ま
い
、
筋
肉
痛
、
頭
痛
、
吐
き
気
、
嘔
吐
、

倦
怠
感
、
大
量
の
発
汗
な
ど
が
あ
り
、
重
症

の
場
合
は
意
識
障
害
、
痙
攣
を
引
き
起
こ
す

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

経口補水液 スポーツ飲料

塩分、ミネラルを味噌汁で補給！トマト豚汁

熱中症の水分補給
暑くなると誰にでも起こりうる熱中症。

対策で重要なポイントの一つ、「水分補給」についてお話します。

◇
の
ど
が
渇
い
て
な
く
て
も

　
水
分
を
補
給
し
ま
し
ょ
う

　
屋
内
・
屋
外
問
わ
ず
、
の
ど
の
渇
き
を
感

じ
な
く
て
も
こ
ま
め
な
水
分
補
給
が
大
切
で

す
。
特
に
高
齢
者
は
加
齢
に
よ
り
、
暑
さ
や

の
ど
の
渇
き
に
対
す
る
機
能
が
低
下
し
て
お

り
、
注
意
が
必
要
で
す
。

◇
水
分
補
給
だ
け
で
な
く

　
塩
分
補
給
も
！

　
暑
い
環
境
で
汗
を
か
く
と
、
体
内
の
水
分

と
と
も
に
塩
分
や
ミ
ネ
ラ
ル
も
奪
わ
れ
て
し

ま
い
ま
す
。
そ
の
状
態
に
水
分
補
給
だ
け
行

な
う
と
、
血
液
中
の
塩
分
・
ミ
ネ
ラ
ル
の
バ

ラ
ン
ス
が
崩
れ
て
し
ま
い
、
熱
中
症
の
症
状

が
現
れ
ま
す
。
熱
中
症
が
疑
わ
れ
た
時
は
水

分
だ
け
で
な
く
、
塩
分
も
一
緒
に
補
給
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

　
例
え
ば
、
ス
ポ
ー
ツ
時
や
外
出
時
に
症
状

が
現
れ
た
場
合
は
、
市
販
の
塩
飴
や
塩
分
入

り
タ
ブ
レ
ッ
ト
、
在
宅
時
で
は
う
め
干
し
、

ス
ー
プ
な
ど
が
手
軽
に
塩
分
を
摂
れ
る
食
品

で
す
。
そ
の
時
の
状
況
・
嗜
好
に
合
わ
せ
て

塩
分
補
給
を
し
ま
し
ょ
う
。

　このコラムでは、最上病院

の管理栄養士が、皆さんの生

活に必要な栄養にまつわる情

報をお伝えいたします。

　
１
時
間
ご
と
に
コ
ッ
プ
１
杯
の
水
を
飲

む
、
入
浴
後
・
起
床
後
に
水
を
飲
む
な
ど
ル
ー

ル
を
決
め
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
食
事
の
中
に
も
水
分
は
含
ま
れ
て

い
ま
す
。
し
っ
か
り
食
事
を
す
る
こ
と
も
大

切
で
す
。

◇
経
口
補
水
液
と

　
ス
ポ
ー
ツ
飲
料
の
違
い

　
熱
中
症
や
脱
水
状
態
の
改
善
に
有
効
と
さ

れ
て
い
る
経
口
補
水
液
。
ま
た
同
様
に
よ
く

用
い
ら
れ
る
飲
み
物
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ
飲
料

も
あ
り
ま
す
が
、
２
つ
は
ど
う
違
う
の
で

し
ょ
う
か
。

・水に塩分、糖分を一定の割合で配合した飲料

・吸収率が高く吸収速度が速い

・脱水状態になった時に水分と塩分を補給する

・スポーツ飲料に比べ糖分が少なく、塩分が多い

・一気に飲まずに、ゆっくり時間をかけて飲むの

　がコツです

・飲む点滴と考えてください

・水分・ミネラル・糖分をバランスよく配合した飲料

・たくさん汗をかいたときに脱水予防として用いる

・経口補水液に比べ塩分が少なく、糖分が多い

　２つの大きな違いは塩分と糖分の量です。普段スポーツをする時に給水目的で経口補水液を飲むと塩
分の摂りすぎにつながりかねません。経口補水液は大量に汗をかき、脱水状態になっている時に用いる
のがよいでしょう。
　また、日常生活の水分補給目的でスポーツ飲料を飲むと糖分の過剰摂取になりかねません。普段の生
活では水かお茶、スポーツ時にはスポーツ飲料、脱水時には経口補水液と上手く飲み分けて暑い夏を乗
り切りましょう！

※水分、塩分の摂取制限のある方は医師の指示に
従ってください

ポイント

――　栄養士コラム　終　（病院管理栄養士　津藤悠）――

（1人分）

ｴﾈﾙｷﾞｰ　135kcal

たんぱく質　5.6ｇ

塩分　1.7ｇ

【材料】
・豚バラ肉スライス　　５０ｇ
・サラダ油　　　　　　小さじ１／２
・トマト　　　　　　　中１個
・だし　　　　　　　　３００ｍｌ
・味噌　　　　　　　　大さじ１と１／２
・きざみねぎ　　　　　適量

【作り方】

①豚肉は幅３ｃｍ、トマトはくし切りにする

②鍋で豚肉をサラダ油で炒め、色が変わったらだしを入れる

③だしが沸いたらトマト、味噌をいれてひと煮たちさせる

・冷たい食事が続きやすい夏場に温かいものを食べることで胃腸を労わることができます

・豚肉に含まれるビタミンＢ１には疲労回復効果があります

・トマトにはカリウムが豊富に含まれ適切な電解質バランスを維持するのに役立ちます

・夏野菜には体を冷やす効果があります。他の夏野菜を代わりに使ってアレンジもおすすめです！

暑い夏場こそ温かいものを食べ、夏の不調を吹き飛ばしましょう！
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　令和７年度から最上町では結婚支援の取り組みの一つとして、結婚
を希望する方を応援するために、「最上町結婚相談員」を設置しました。
　現在、最上町民の４名の方からご登録いただき、活動いただいてい
ます。結婚したいけれどなかなか行動に踏み切れない方はぜひ、最上
町結婚相談員制度をご活用ください。なお、相談料は無料となってい
ます。まちづくり推進室（TEL：43-2261）へご連絡いただければ最
上町結婚相談員をご紹介します。

新たな出会いと幸せを応援！自治体の結婚相談サービス

　婚姻に伴う経済的負担を軽減するため、婚姻した世帯に
対し、住宅取得費用等の一部を補助します。

結婚支援事業のご紹介結婚支援事業のご紹介
　最上町では少子化対策の取り組みの一つとして、結婚を希望する方を応援するために、以下の事業を活用し結婚支
援を行っています。下記の事業の他に、最上８市町村で構成する最上広域婚活実行委員会では、結婚支援事業として
イベントの開催を予定しています。詳しくは、今後町ホームページ等でお知らせします。

〇お問い合わせ
　総務企画課まちづくり推進室　☎０２３３-４３-２２６１

最上町の結婚支援制度を紹介します！

①結婚新生活支援事業補助金

②最上町単身者ハッピーサポート登録事業補助金

　「やまがたハッピーサポートセンター」が運営している
マッチングシステム「AI ナビやまがた」への登録料、更新
料を全額補助します。

　山形県、全市町村、経済団体等で組織する「やまがたハッピーサポー
トセンター」は、結婚を希望する独身の方を応援しています。マッチン
グシステム「Aⅰナビやまがた」では、希望に合うお相手を検索し、１
対１のお見合いの申し込みができるほか、ＡＩがお薦めのお相手を紹介
する機能も加わりました。

結婚相談員を大募集！

　令和７年度から設置した「最上町結婚相談員」
を募集しています。
　結婚を希望される方のお手伝いをしたい方は
是非、まちづくり推進室へお問合せください。
結婚相談員として一緒に活動しましょう。活動
実績に応じて報酬もあります。

詳細はHPへ

「最上町子ども・子育て会議」の委員を募集

〇募集人数　　若干名
〇活動内容　　年１～３回程度の会議を予定
〇応募資格　　町内在住で、２０歳以上の方
　　　　　　　子ども・子育て支援に関心のある方 
〇任期　　　　委嘱の日から、令和９年３月末まで

　「最上町子ども・子育て会議」とは、町内における様々な子育て支援事業について、意見・提言・

評価をいただく機関です。

　子育て支援の総合的な推進と、未来を担う子どもたちの育成のため、町内の幅広い分野の方々

から意見をいただく「最上町子ども・子育て会議」の委員を募集します。

　なお、当会議は公募委員を含め１２名以内で構成され、公募委員以外の委員は学識経験者や子

育て支援事業従事者などです。ぜひ皆様の意見をお聞かせください。 

○応募方法
　（ａ）応募書類　 こども支援課で配布します。また、町のホームページからもダウンロードできます。
　（ｂ）受付期間 　令和７年７月２５日（金）～８月１８日（月） 
　（ｃ）提出方法 　下記提出先に郵送または持参するか、メールで提出。 
　（ｄ）提出先　 　最上町教育委員会こども支援課

○選考結果

○その他
○お問い合わせ

６月　最上町の人口　戸籍の窓口

全 人 口　　７，２４４人　（うち、外国人１２０人）
　　　男　　３，５４７人　（うち、外国人　１４人）
　　　女　　３，６９７人　（うち、外国人１０６人）

世帯総数　　２，７２４世帯

生まれた人　　　　　１人
亡くなった人　　　　５人
転入　　　　　　　２０人　　（うち、外国人　０人）
転出　　　　　　　２４人　　（うち、外国人　０人）
前月比　　　　　　　８人減

※令和７年６月３０日までの届出分まで

AⅰナビやまがたHP 　１８歳以上でインターネット環境（パソコンやス
マートフォン ) がある方なら、どなたでも登録いただ
けます。（登録料１万円、登録期間２年間）
　「出会いの機会がない」、「本気で結婚を考えている」
という方、まずはホームページをご覧ください。応募書類をもとに選考し、結果を通知します。 

応募書類は返却しませんのでご了承ください。
委員には、規定による報酬が支払われます。 
最上町教育委員会 こども支援課こども家庭支援室     ☎  ４３－２２４７
e-mail：kodomoshien@town.mogami.lg.jp 
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活動がわかる
SNS

地域おこし協力隊通信
最
上
町
へ
来
て
初
め
て
の
春
と

２
度
目
の
夏
へ

　
６
月
か
ら
す
で
に
気
温
が

30
度
を
越
す
日
々
が
続
く
今

日
こ
の
頃
、
皆
様
ど
う
お
過

ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　
少
し
さ
か
の
ぼ
り
４
月
下

旬
。
待
ち
に
待
っ
た
桜
の
開

花
が
最
上
町
へ
到
来
し
ま
し

た
。
私
が
去
年
着
任
し
た
時

に
は
す
で
に
桜
が
散
っ
て
い

た
の
で
、
事
前
に
過
去
の
写

真
や
Ｐ
Ｒ
動
画
、
町
内
の
方

の
オ
ス
ス
メ
ス
ポ
ッ
ト
を
聞

き
、
最
上
町
の
桜
に
期
待
を

膨
ら
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　
実
際
は
想
像
以
上
で
、
天

気
に
も
恵
ま
れ
綺
麗
な
桜
を

撮
影
で
き
ま
し
た
。
今
回
撮

影
で
巡
っ
た
中
で
い
い
な
と

思
っ
た
ス
ポ
ッ
ト
は
、
最
上

白
川
の
河
川
敷
に
広
が
る
桜

で
す
。
奥
ま
で
満
開
の
桜
が

続
く
様
子
は
圧
巻
で
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
鮎
釣

り
解
禁
や
夏
休
み
が
始
ま
り

ま
す
。
多
く
の
方
に
最
上
町

へ
訪
れ
て
い
た
だ
け
る
よ
う

情
報
発
信
を
続
け
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

こんにちは！

今月号は川原田がお伝えします！

音
楽
で
つ
な
が
る
心
地
よ
い
ひ
と
と
き

「
レ
コ
ー
ド
喫
茶
」
を
開
催
し
ま
し
た

　
６
月
26
日
、
７
月
２
日
、
10
日
の
３
日

間
、
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
も
が
み
「
み
ん
な
の

家
」
大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
大
人
の
居
場

所
づ
く
り
「
レ
コ
ー
ド
喫
茶
」
を
開
催
し

ま
し
た
。
音
響
機
器
は
有
志
が
持
ち
寄
り

で
揃
え
、
各
人
お
気
に
入
り
の
レ
コ
ー
ド

を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
30
枚
近
く
の
レ

コ
ー
ド
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
毎
回
、
総
勢
７
〜
８
名
の
皆
さ
ん
に
お

集
ま
り
頂
き
、
昔
懐
か
し
い
レ
コ
ー
ド
を

聴
き
な
が
ら
、
美
味
し
い
自
家
焙
煎
珈
琲

で
会
話
も
弾
み
、
楽
し
い
一
時
を
過
ご
し

て
頂
き
ま
し
た
。
今
回
の
企
画
は
、
各
集

落
サ
ロ
ン
会
の
男
性
参
加
者
が
女
性
参
加

者
よ
り
も
少
な
い
状
況
で
あ
る
こ
と
を
、

向
町
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
会
議
３
役

会
で
協
議
し
た
結
果
、
男
性
向
け
の
日
中

の
居
場
所
づ
く
り
と
し
て
「
レ
コ
ー
ド
喫

茶
」
を
開
催
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

（
も
ち
ろ
ん
、
女
性
の
方
の
参
加
も
大
歓

迎
で
す
）

　
参
加
の
皆
様
か
ら
の
貴
重
な
ご
意
見
を

沢
山
頂
き
ま
し
た
の
で
、
次
回
の
開
催
に

集落支援員

だより

向
け
て
参
考
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
集
落
支
援
員
は
、
各
集
落
に
出
向
き
皆

様
の
お
話
を
お
聞
き
す
る
の
が
役
目
だ
と

思
い
ま
す
の
で
、
１
０
０
歳
体
操
や
サ
ロ

ン
会
に
参
加
し
た
際
に
は
、
気
軽
に
お
声

掛
け
下
さ
い
。

向町地区集落支援員
遊佐　忠孝

最上町戦没者追悼式の開催

　町では最上町戦没者遺族会が昨年度末で解散した

ことに伴い式典は行いませんが、先の大戦の惨禍を

風化させず、その記憶を後世に引き継ぎ、戦没者に

追悼の意を表すため、８月１５日に戦没者慰霊碑 (愛

宕山 ) を町関係者で参拝し追悼式を行います。

　町民のみなさまにおかれましては、戦没者に対し、

それぞれの職場やご家庭などで８月１５日正午から

１分間の黙祷にご協力をお願いいたします。

〇お問い合わせ先　健康福祉課　地域包括支援室
　　　　　　　　　☎４３-３１１７（内線６０１）

２０２６年度日本福祉大学自治体推薦入学試験のご案内

◇受付時間　　・　８時３０分　～　１２時００分
　　　　　　　・１３時００分　～　１７時００分
　　　　　　　　（土・日祝祭日除く）
◇受付場所　　役場１階教育文化課学校教育室

○お問い合わせ先　教育文化課学校教育室　☎43-2053

【募集期間】

【応募資格】

【推薦枠人数】

【応募手続き】

◇最上町に住所のある方で、高校を令和８年３月に卒業見込みの者
◇最上町外に住所のある方で、新庄北高最上校を令和８年３月に卒業見込みの者
◇高校における評定平均値が下記以上の者
　社会福祉学部（３．２）教育・心理学部こども学科（３．０）教育・心理学部学校教育学科（３．２）
　教育・心理学部心理学科（３．２）スポーツ科学部（３．２）健康科学部（３．５）　工学部（３．２）
　経済学部（３．０）国際学部（３．０）看護学部（３．８）

必要な書類は最上町教育委員会にあります。

町のホームページにも要綱等を掲載しています。

令和７年９月１日（月）から９月１６日（火）

若干名

　最上町では、平成 14年 7月 1日に日本福祉大学と「友好協力宣言」の盟約を締結し、最上町の福祉並び
に教育向上と高校生の進路活動を支援するために、平成 15年度に「自治体推薦入学試験制度」を創設して
おります。日本福祉大学に進学を希望する方がおりましたら、本制度のご利用をご検討ください。

【その他】 オープンキャンパス（8/31 東海キャンパス・半田キャンパス）やサークルオープンキャンパス
（8/23 美浜キャンパス）、ZOOMを使ったオンラインでの個別相談会を開催。
詳しくは、日本福祉大学山形最上オフィス（43-9232）までお問い合わせ下さい。



３か月前 ２か月前 ３か月後１か月前 １か月後 ２か月後

出産予定日※

出産予定日※

国民年金のお知らせ

産前産後期間の国民年金保険料が免除されます！

●出産予定日の6ヶ月前から届出ができます

●手続きに必要なもの・・・国民年金被保険者関係届書（申出書）、母子手帳、

　　　　　　　　　　　　　マイナンバーがわかるもの

※現在、保険料免除制度を利用されている方も手続きが必要になります。

・出産予定日または、出産日が属する月の前月から４か月間の国民年金保険料が免除さ
れます。
・多胎妊娠（２人以上の赤ちゃんを同時に妊娠）の場合は、出産予定日または出産日が
属する月の３か月前から最大６か月間の国民年金保険料が免除されます。

免除対象期間 （■色のついた部分が免除期間）

単胎の方

多胎の方

保険料納付が免除される期間

※出産とは、妊娠８５日（４か月）以上の出産を言います（死産、流産、早産された方を含みます）

※届出が出産後の場合「出産日」

〇お問い合わせ先　町民税務課　町民生活室　☎４３－２０１２

マイナポータルとの連携で
「ねんきんネット」はもっと便利になります！

　「ねんきんネット」は、パソコンやスマートフォンからご自身の年金情報を手軽に確認できるサービスです。

ねんきんネットを使って以下のことが出来ます

・ご自身の年金記録の確認

・将来の年金見込額の試算

・「ねんきん定期便」や各種通知書の確認

・持ち主不明の年金記録の検索　など

マイナポータルと連携すると更に便利

・扶養親族等申請書の電子申請

・社会保険料（国民年金保険料）控除

　証明書等の電子データの受取　など

詳しくは年金機構ウエブサイトをご覧いただくか、

「ねんきんネット専用番号」へお問い合わせ下さい。

〇「ねんきんネット専用番号」　☎０５７０-０５８-５５５

広報もがみ　令和７年７月号　７月２４日発行　№８９２　【１４】【１５】　広報もがみ　令和７年７月号　７月２４日発行　№８９２

読み込むと年金機構HP
「ねんきんネット」のページ
へアクセスできます。

詳細はHPへ



広報もがみ　令和７年７月号　７月２４日発行　№８９２　【１６】【１７】　広報もがみ　令和７年７月号　７月２４日発行　№８９２

最上町ホームページ
https://town.mogami.lg.jp/ i n f o rma t i o n

申込書の送付先 ： 総務企画課まちづくり推進室

有料広告のお問い合わせ ： ０２３３－４３－２２６１

広報もがみに広告を掲載してみませんか？
９月号掲載をお考えであれば８月２２日までご相談ください！ /

広報もがみでは有料広告と

有料購読者を募集しています
半枠　横　８６ｍｍ　縦　４５ｍｍ　　　５，０００円
１枠　横　８６ｍｍ　縦　９０ｍｍ　　１０，０００円
有料購読：１年間（４月～３月）　１，５００円

お問合せ先：総務企画課　まちづくり推進室

　　　　　　０２３３－４３－２２６１

７月号

くらしの情報

　
戦
後
80
年
の
節
目
の
年
に
、
平
和

の
重
要
性
認
識
や
、
恒
久
平
和
の
実

現
に
向
け
て
、
あ
ら
た
め
て
考
え
る

機
会
と
す
る
た
め
に
、「
語
り
継
ぐ
　

戦
争
帰
還
者
の
記
憶
展
」
を
開
催
し

ま
す
。

▼
日
時
　
令
和
７
年
８
月
６
日

（
水)

～
８
月
17
日
（
日)

▼
場
所
　
◇
第
一
会
場
　
雪
の
里

情
報
館
（
新
庄
市
）◇
第
２
会
場
　
新

庄
市
立
図
書
館
（
新
庄
市
）

▼
内
容
　
展
示

※
８
月
10
日
、
８
月
15
日
に
は
上
映

会
や
特
別
講
演
な
ど
も
行
わ
れ
ま
す
。

▼
入
場
料
　
無
料

〇
お
問
い
合
わ
せ
先

新
庄
市
立
図
書
館

☎
０
２
３
３-

２
２-

７
７
７
４

語
り
継
ぐ

戦
争
帰
還
者
の
記
憶
展

読み込むとHPへ
アクセスできます

詳細はHPへ

〜
皆
さ
ん
と
会
え
る
の
が
と

て
も
楽
し
み
で
す
〜

８
月
16
日
（
土
）
開
催
の
「
二
十

歳
の
集
い
」
当
日
ま
で
、
実
行
委
員

会
で
は
仲
間
の
顔
を
思
い
浮
か
べ
な

が
ら
、
精
一
杯
準
備
を
進
め
て
い
ま

す
。

　
当
日
は
思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
、

笑
顔
あ
ふ
れ
る
式
典
に
し
て
い
け
た

ら
嬉
し
い
で
す
。
皆
さ
ん
と
の
久
し

ぶ
り
の
再
会
を
心
待
ち
に
し
て
お
り

ま
す
。

【「
二
十
歳
の
集
い
」
実
行
委
員
一
同
】

▼
今
年
度
の
対
象
者

　
平
成
16
年
４
月
２
日
生
〜

　
平
成
17
年
４
月
１
日
生

〇
お
問
い
合
わ
せ
先

　
最
上
町
中
央
公
民
館

☎
０
２
３
３-

４
３-

２
３
５
０

「
二
十
歳
の
集
い
」

実
行
委
員
よ
り

　
最
上
川
流
域
３
町
村
（
舟
形
町
・

最
上
町
・
大
蔵
村
）
が
合
同
開
催
す

る
も
の
で
、
国
宝
「
縄
文
の
女
神
」

の
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
製
作
を
通
じ

て
縄
文
文
化
の
発
信
を
行
い
、
住
民

の
皆
さ
ん
の
興
味
・
関
心
を
引
き
出

す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

▼
応
募
資
格
　
◇
小
学
生
部
門

（
小
学
生
全
学
年
）◇
一
般
部
門
（
中

学
生
以
上
、
未
就
学
児
含
む
）

▼
応
募
方
法

最
上
町
中
央
公
民

館
で
キ
ッ
ト
等
を
受
け
取
り
、
作
品

完
成
後
に
提
出
。

▼
参
加
費
用

◇
中
学
生
以
下
無

料
（
最
上
町
在
住
の
方
の
み
）
◇
高
校

生
以
上
７
０
０
円

▼
応
募
締
切

９
月
30
日
（
火
）

▼
結
果
発
表

10
月
下
旬
頃
予
定

　
※
部
門
ご
と
に
副
賞
あ
り

第
６
回
『
縄
文
の
女
神
』

ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト

デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

読み込むとHPへ
アクセスできます

詳細はHPへ

肝
臓
に
係
る
検
査
・
相
談

『
夢
み
る
校
長
先
生
』
上
映
会

▼
日
時

◇
令
和
７
年
７
月
29
日

（
火
）◇
９
時
～
16
時

▼
場
所
　
最
上
保
健
所
（
最
上
総

合
支
庁
　
北
棟
診
察
室
）

▼
内
容
　
無
料
・
匿
名
で
の
血
液

検
査
、
保
健
師
に
よ
る
相
談

※
検
査
結
果
は
２
週
間
以
降
に
再
度

来
所
の
う
え
、
本
人
に
の
み
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

※
事
前
予
約
制
（
前
日
ま
で
予
約
可
）

▼
費
用
　
無
料

▼
予
約
・
問
合
せ
先

　
最
上
保
健
所
　
保
険
企
画
課

　
感
染
症
対
策
担
当

　
☎
０
２
３
３-

２
９-

１
２
６
８

　
平
日
８
時
30
分
～
17
時
15
分
ま
で

畜
産
研
究
所
参
観
デ
ー

「
生
活
応
援
ロ
ー
ン
」

　
最
上
町
と
東
北
労
働
金
庫
が
提
携

し
低
利
で
融
資
す
る
制
度
で
す
。

▼
使
い
み
ち

　
生
活
資
金
全
般
・
自
動
車
購
入
・

教
育
資
金
・
医
療
介
護
費
・
冠
婚
葬

祭
費
・
移
住
定
住
に
係
る
家
電
購
入

費
・
空
き
家
の
改
築
、
修
繕
、
解
体

費
等
、
広
く
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

但
し
、
事
業
資
金
、
投
機
目
的
資
金
、

負
債
整
理
資
金
は
除
き
ま
す
。

▼
融
資
対
象
者
　
最
上
町
に
お
住

ま
い
の
勤
労
者
の
方
で
、
会
社
や
商

店
に
一
年
以
上
勤
務
し
て
い
る
方

▼
融
資
金
額
　
３
０
０
万
円
以
内

▼
融
資
金
利
　
固
定
金
利
　
年

１
．
25
％
～
２
．
75
％

▼
融
資
期
間
　
15
年
以
内
（
※
ご

融
資
金
の
使
い
み
ち
に
よ
り
異
な
り

ま
す
。）

▼
保
証

労
働
金
庫
指
定
の
保
証

機
関
の
ご
利
用
と
な
り
ま
す
。（
※
保

証
料
は
労
働
金
庫
が
負
担
し
ま
す
。）

▼
そ
の
他

◇
ロ
ー
ン
の
詳
細
は
、

労
働
金
庫
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。◇
労
働
金
庫
の
店
頭
で
、
返
済
額

の
試
算
を
行
い
ま
す
。◇
労
働
金
庫
の

審
査
の
結
果
、
ご
融
資
で
き
な
い
な

ど
、
ご
希
望
に
添
え
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

※
２
０
２
５
年
４
月
１
日
現
在

▼
お
申
込
み
と
お
問
合
せ
先

　
東
北
労
働
金
庫
新
庄
支
店

☎
０
２
３
３-

２
２-

７
１
５
１

　
最
上
町
商
工
観
光
課

　
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
３
３-

４
３-

２
３
４
０

▼
開
催
日
時
等
　
◇
電
話
相
談

　
令
和
７
年
９
月
10
日
（
水
）
～
９

月
12
日
（
金

)

午
前
10
時
～
午
後
５

時
◇
面
談
　
令
和
７
年
９
月
12
日

（
金

)

午
後
１
時
～
午
後
３
時
30
分

【
場
所
　
ト
ー
タ
ル
・
ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー

ト
新
庄
】

求
職
者
の
た
め
の
就
労
・

生
活
相
談
強
化
期
間

▼
相
談
内
容
　
就
労
や
生
活
・
住

ま
い
に
関
す
る
悩
み
・
不
安
・
困
り

ご
と

▼
相
談
方
法
　
面
談
方
法
及
び
電

話
に
よ
る
相
談

▼
相
談
料
　
無
料

〇
お
問
い
合
わ
せ
先

　
山
形
県
求
職
者
総
合

　
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
０
０-

８
０
０-

７
８
６
７

い
つ
も
広
報
も
が
み
を

読
ん
で
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

▼
日
時

◇
令
和
７
年
８
月
５
日

（
火
）◇
上
映
時
間
①
15
時
30
～
17

時
、
上
映
時
間
②
18
時
30
分
～
20
時

（
各
回
先
着
92
名
ま
で
）

▼
場
所
　
最
上
広
域
交
流
セ
ン

タ
ー
ゆ
め
り
あ
　
ホ
ー
ル
・
ア
ベ
ー

ジ
ュ
（
新
庄
市
）

▼
費
用
　
無
料

▼
申
込
・
問
合
せ
先

　
こ
れ
か
ら
の
学
校
を
考
え
る
教
育

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行
委
員
会

　
☎
０
２
３
３-

２
４-

３
０
２
５

　
※
左
記
二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
に
て

　
申
込
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
日
時

令
和
７
年
９
月
６
日

（
土
）
９
時
～
15
時

▼
場
所
　
山
形
県
農
業
総
合
研
究

セ
ン
タ
ー
畜
産
研
究
所
（
新
庄
市
大

字
鳥
越
字
一
本
松
１
０
７
６
）

▼
内
容
　（
１
）
最
新
の
研
究
成
果

の
照
会
・
展
示
（
屋
内
）、（
２
）
ホ

ル
ス
タ
イ
ン
種
子
牛
の
展
示
と
子
牛

ス
ケ
ッ
チ
コ
ー
ナ
ー
、（
３
）
山
形

地
鶏
や
山
形
牛
の
試
食
、（
４
）
鶏
卵
・

牧
草
ロ
ー
ル
お
絵
描
き
コ
ー
ナ
ー
、

（
５
）
大
型
ト
ラ
ク
タ
ー
展
示
コ
ー

ナ
ー

※
試
食
コ
ー
ナ
ー
は
、
数
に
限
り
が

ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
お
早
目
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

▼
入
場
料
　
無
料

〇
お
問
い
合
わ
せ
先

山
形
県
農
業
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

　
畜
産
研
究
所

☎
０
２
３
３-

２
３-

８
８
１
１

　
８
月
26
日
は
「
火
山
防
災
の
日
」

に
な
り
ま
す
。
令
和
６
年
４
月
１
日

施
行
の
「
活
動
火
山
対
策
特
別
措
置

法
」
改
正
に
よ
り
、
国
民
の
み
な
さ

ん
に
活
火
山
対
策
に
つ
い
て
の
関
心

と
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
、
８

月
26
日
を
「
火
山
防
災
の
日
」
と
す

る
こ
と
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
８
月

26
日
は
、
明
治
44
年
（
１
９
１
１
年
）

に
日
本
で
最
初
の
火
山
観
測
所
が
浅

間
山
に
設
置
さ
れ
観
測
が
始
ま
っ
た

日
で
す
。
県
内
で
は
鳥
海
山
、
肘
折
、

蔵
王
山
、
吾
妻
山
の
ほ
か
、
身
近
に

火
山
防
災
の
日

あ
る
鳴
子
も
活
火
山
で
、
火
山
災
害

を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

「
火
山
防
災
の
日
」
を
ひ
と
つ
の
き
っ

か
け
と
し
て
、
火
山
ガ
ス
な
ど
の
危

険
な
場
所
の
把
握
や
、
気
象
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
の
活
動
状
況
の
確
認
な

ど
を
行
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

〇
お
問
い
合
わ
せ
先

　
総
務
企
画
課
危
機
管
理
室

☎
０
２
３
３-

４
３-

２
１
１
１

〇
主
催
・
お
問
い
合
わ
せ
先

最
上
南
部
３
町
村
縄
文
文
化

　
発
信
推
進
会
議

　
最
上
町
中
央
公
民
館

☎
０
２
３
３-

４
３-

２
３
５
０

　
７
月
22
日
か
ら
８
月
21
日
ま
で

「
明
る
い
も
が
み
　
夏
の
安
全
町
民
運

動
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
夏
は
長
期

休
暇
や
暑
さ
に
よ
る
気
の
ゆ
る
み
や

疲
労
、
海
や
川
で
の
レ
ジ
ャ
ー
な
ど

か
ら
交
通
事
故
や
水
の
事
故
等
が
多

く
な
り
、
ま
た
、
青
少
年
の
非
行
や

身
近
な
犯
罪
等
も
多
く
な
る
傾
向
に

あ
り
ま
す
。

明
る
い
も
が
み
夏
の
安
全
町
民
運
動

４
つ
の
重
点

◎
青
少
年
の
健
全
育
成
と
い
じ
め
・

　
非
行
及
び
犯
罪
被
害
防
止

◎
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防

　
止
・
飲
酒
運
転
撲
滅

◎
海
・
山
・
川
で
の
事
故
防
止

◎
身
近
な
犯
罪
等
の
防
止

　
一
人
ひ
と
り
が
、
交
通
事
故
や
レ

ジ
ャ
ー
事
故
の
防
止
、
青
少
年
の
健

全
育
成
、
各
種
犯
罪
の
予
防
に
努
め
、

事
件
、
事
故
が
無
い
よ
う
に
気
を
付

け
ま
し
ょ
う
。

〇
お
問
い
合
わ
せ
先

　
総
務
企
画
課
危
機
管
理
室

☎
０
２
３
３-

４
３-

２
１
１
１

明
る
い
も
が
み

夏
の
安
全
町
民
運
動

ア
イ
ヌ
の
方
々
か
ら
の
様
々
な

相
談
を
お
受
け
し
ま
す

▼
受
付

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
（
祝

日
、
12
月
29
日
～
１
月
３
日
を
除
く
）

▼
時
間

９
時
～
17
時

▼
内
容
　

　
●
相
談
無
料
　
●
匿
名
可

　
●
秘
密
厳
守

〇
お
問
い
合
わ
せ
先

　
公
益
社
団
法
人
人
権
教
育

　
啓
発
推
進
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
２
０-

７
７
１-

２
０
８


